
 

１，４－ジクロロ－２－ブテンの作業実態について 

 

 

１ ばく露作業報告について 

平成２０年における１，４-ジクロロ-２-ブテンの有害物ばく露作業報告は、合計１事

業場から２作業について報告がなされた。作業従事労働者数は、６６人（延べ）であっ

た。取扱量の合計は約３２２０トン／年（延べ）であった。 

 

２ ばく露作業について 

ばく露作業としては、①１，４－ジクロロ－２－ブテンの製造、②１，４－ジクロロ

－２－ブテンを原料とした合成ゴムの製造、での２作業が確認された。 

ばく露が見込まれる作業に従事する労働者は全て有機溶剤用の防毒マスク、保護眼鏡、

保護手袋を使用しており、一部労働者は保護衣も使用している。 

 

① １，４－ジクロロ－２－ブテンの製造 

製造された１，４－ジクロロ－２－ブテンの合成プラント及び配管、反応液の蒸留

塔（分離機）等からのサンプリングがばく露作業に該当する。 

循環ポンプ配管からのサンプリング（２分間×１回）、分析等を行う１労働者で、０．

０７４ｐｐｍのばく露が確認された。サンプリング作業のスポット測定では、最大０．

２１ｐｐｍが確認された。 

サンプリング作業は２分程度と短時間（各１回）であることや、屋外であることか

ら、局所排気装置等は設置されておらず、有機溶剤用の防毒マスクが使用されていた。 

分析等の作業については、囲い式フードの局所排気装置を使用されていた。 

 

② １，４－ジクロロ－２－ブテンを原料とした合成ゴムの製造 

ばく露作業としては、ａ）原料となる１，４－ジクロロ－２－ブテンのサンプリン

グ（２～４分／回、４～６回／月程度）、ｂ）未反応となった１，４－ジクロロ－２－

ブテンの分離（蒸留）回収過程でのサンプリング（２～数分／回、４～６回／月程度）、

ｃ）分離器（蒸留塔）下流配管でのストレーナー（フィルター）の洗浄（４～５時間

／回、１回／月程度）等がある。 

屋外であることから、局所排気装置等は設置されておらず、有機溶剤用の防毒マス

クが使用されていた。 
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